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Lesson

01
01

02

デキスパート基本部を起動します。

新規工事を作成し、工事情報を入力します。

デキスパート基本部を起動し、新規工事を作成します。

新規工事を作成する

１ 2［新規工事］をクリックします。 工事情報を入力します。

入力
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1

Lesson

01 施工計画書作成支援システムを起動します。

02 デキスパート基本部のオプションボタンをクリックし、施工計画書作成支援シ

ステムを起動します。

施工計画書作成支援システムを起動する
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ユーザー項目に任意の情報を登録しておくと、工事概要の作成時に入力する手間が省けます。

2

ユーザー情報（工事概要）について

Lesson

03
01 工事情報を入力します。

請負者や発注者などの工事に関わる詳細情報を入力します。

工事情報を入力する

※新規工事作成後の初回起動時のみ、自動で表示されます。

1 入力

基本部
「工事情報入力」

で入力した工事
情報が反映され

ます。

入力

ここに
反映され

ます。
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Lesson

04
01 施工計画書の作成方法を選択します。　　　　　　　　　　　　　　　

施工計画書マスターから、各帳票のテンプレートを取り込みます。

施工計画書を新規作成する

作成方法
を選択

１ 作成方法を選択します。ここでは施工計画書マスターを選択します。

2 取り込むテンプレートを選択します。 3 取り込む帳票を選択します。

テンプレート
を選択

帳票を
選択

※新規工事作成後の初回起動時のみ、自動で表示されます。
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取り込み先バインダを選択し、[ ファイル追加 ] → [ 外部ファイル ] からファイルを選択します。

1

3
2

過去に Excel で作成した書類を取り込む場合

4 選択した帳票が取り込まれます。
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1

Lesson

05 取り込んだ帳票を開きます。

また、帳票を切り替えるため、ツリーを表示します。

帳票を開く・帳票を切り替える

02 [ 施工計画書 ] タブをクリックすると、施工計画書作成に必要なボタンが表示さ
れます。

ダ

ブルクリッ

ク
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1

01 編集する帳票を選択します。ここでは、工事概要を編集します。

１ 2編集する帳票をダブルクリックします。 Excel 画面が立ち上がり、帳票が表示されます。

「工事情報 ] で
入力した情報が
帳票に反映され

ています。
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1

ツリー表示する
ことで、他の帳票への

切り替えが簡単に
できます。

確認 2

03 帳票のツリーを表示します。
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1

2

以降の操作については、「設計書管理基本操作マニュアル」をご覧ください。

以降の操作について

Lesson

06 デキスパート基本部の設計書管理で取り込んだ設計書データ（積算データ）を取

り込み、工事内容の数量表を作成します。

設計書データを取り込む

01 設計書データを取り込みます。

１ [ 工事概要 ] → [ 設計書データ取り込み ] をクリックします。
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過去に作成した Excel に積算データを取り込む場合

様式を保存します。

貼り付け範囲をドラッグで選択します。

積算データを取り込む列を割り当てます。

[ データ貼り付け ] タブ→ [ 選択シートに貼り付け ] を選択します。

2

1

3

4

4
ドラッグ

で選択

1

1

1
2

1

2

3

4
52

2

3

5

割り当てた
項目には　   が
表示されます。
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1
2

3

4

6

Lesson

07 PDF データを取り込み、指定機械を編集します。

※ケンテム PDF、Adobe Acrobat（Standard または、Professional）がインストー
ルされている場合のみ、PDF データを取り込むことができます。

PDF データを取り込む

01 PDF を取り込みます。

１

2

[ 外部 PDF] をクリックします。

PDF ファイルを選択します。

5余白を
設定

3 余白を設定します。

プレビュー上で
余白のラインを

ドラッグして
設定することも

できます。
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1
2

各手順については、「設計書管理基本操作マニュアル」をご覧ください。

施工全体フローの作成や設計書管理機能からの施工方法取り込みについて

Lesson

08 施工方法マスターから施工方法を取り込みます。

施工方法マスターを取り込む

施工方法を取り込みます。

１

4

2

3

[施工方法]→[施工方法]をクリックします。 施工方法をキーワードで絞り込みます。

絞り込まれた施工方法から、必要な施工
方法を選択します。

新規シートに取り込まれます。

01

5

7

キーワード
を入力 4

3

施工方法
を選択 6
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1

2

3
4

5

6

Lesson

01 イラストを取り込みます。

１

2

3

[ イラストと図 ] → [ 重機 ] をクリックします。

イラストを選択します。

09 取り込んだ施工方法にイラストを取り込み、編集します。

イラストを取り込み、編集する

ダンプの位置を移動し、サイズを縮小します。

フォルダ－
を選択

イラスト
を選択

イラストを
ドラッグで
移動・縮小

します。
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■現在のシート
表示しているシートのみを登
録します。

■現在のブック
 Excel のファイルにあるシー
トすべてを登録します。

2

3 5

1

「シート」と「ブック」の
違いについて

Lesson

10 施工方法をマスター登録することで、類似工事での再利用や、施工方法を社内

共有することができます。

施工方法をマスター登録する

01 施工方法マスターを登録します。

1

2

[ 施工方法マスター登録 ] → [ 現在のシート ] または [ 現在のブック ] をクリックします。

名前を入力し、保存場所を選択します。

名前を
入力

4 フォルダー
を選択
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1

4

1

2

2

「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

Lesson

3 提出先を
選択

11 出来形管理基準、品質管理基準、写真管理基準などの施工管理基準の作成をし

ます。

施工管理計画を作成する

01

02

施工管理計画を作成します。ここでは、出来形管理基準を作成します。

施工管理基準マスターから出来形管理基準を選択します。

1 [ 施工管理計画 ] → [ 出来形管理基準 ] をクリックします。

1 [ データ作成 ] をクリックします。 2 ［施工管理基準マスター一覧］から提出先の施工管
理基準マスターを参照します。
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5

4

1 入力

3

03 工種・種別を選択します。

１

2

3

工種・種別を絞り込みます。

絞り込み結果が表示されるので、必要な種別をチェックします。
必要な種別をすべて選択し、［決定］をクリックします。

［はい］をクリックすると、取り込まれます。

2
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2

3

1

4

7

2 編集する種別を選択します。

3 社内規格値を編集します。［一括設定］をクリックします。

１

04 取り込まれた管理種別を現場に合わせて編集します。

種別を
選択

［データ編集］をクリックします。

6 入力

4 規格値または基準値の何％にするか設定
します。

5 すべての測定項目の社内規格値が設定さ
れます。

5選択
8
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1

05 データを貼り付けます。

※品質管理基準や写真管理基準についても、同様の操作で簡単に作成できます。
※設計書管理機能で登録した出来形管理基準・品質管理基準・写真管理基準から施工管理計画を作成する場合の手順

については、    「設計書管理基本操作マニュアル」をご確認ください。

略図作成
システム※で

編集できます。

※略図作成システムの詳細は、略図作成システムのマニュアルをご確認ください。

6 略図を編集します。
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2

1

1          

Lesson

12 データを保存し、Excelを終了します。

データを保存する

01 Excelを終了します。

02 帳票のデータをすべて保存します。
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6

1

「出来形管理システム」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

確認

5

Lesson

13 作成した出来形管理基準を『出来形管理システム』に転送します。

『出来形管理システム』に工種を転送する

01 『出来形管理システム』に工種を転送します。

3

4

3

2

2 出来形管理基準で作成した工種・種別を
すべて転送します。

工種・種別が登録されます。

１ 出来形管理基準を作成後、Excel を終
了すると確認画面が表示されます。
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1

2

6

「写管屋」をお持ちの場合にご利用できる機能です。

3
4

Lesson

14 管理工種を『写管屋』に転送します。

※設計書データから工事内容を作成している場合は、転送する必要はありません。

『写管屋』に工種を転送する

01 工事概要の数量表から、管理工種を『写管屋』に転送します。

１ 2 [ 工種転送 ] をクリックします。

［工種名］
［種別名］［細別名］

をドラッグで選択

3

［工事概要］をダブルクリックし、
［工事内容］シートを表示します。

Excel の表中の［工種名］［種別名］［細別名］が入力されているセルをドラッグですべて選択し、［範
囲確定］→［転送］をクリックします。

5分類ツリー
のイメージ

を確認

※設計書データから工事内容を作成している場合は、不要です。
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1

1

2

4

Lesson

15 デキスパート基本部で変更した工事情報を、自動で施工計画書に反映させ、設

計変更をします。

工事情報の変更を設計変更として登録する

01 デキスパート基本部で工事情報を変更後、施工計画書作成支援システムを起動
します。

１ 2工事情報入力画面が表示されます。 変更した工事情報の反映方法を選択
します。　     

3 設計変更名を入力します。

4 工事情報の変更箇所の反映方法を選択
します。

02 変更箇所を朱書きします。

5

3 入力
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目次画面の［設計変更］→［変更施工計画書の作成］から
変更履歴を作成後、Excel ファイルを開き、直接編集します。

工事情報以外の情報が変更になる場合（数値や工種の追加など）

03 変更箇所がすべて反映され、目次に戻ります。

変更履歴を切り替える場合、目次画面
の「変更履歴」から行います。

1

設計変更後のファイルについて 変更履歴を切り替えるには

設計変更されたファイル

当初設計のファイル

設計変更をしたファイルのア
イコンは、変更マーク（赤色）
が付きます。

修正しなかったファイルは、
色が薄く表示されます。
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ファイルメニューから一括 PDF 出力や、
一括 Excel 出力も可能です。

1

2

1

2

4

PDF出力、Excel出力について

3

Lesson

16 施工計画書を一括で印刷します。

施工計画書を一括で印刷する

01 施工計画書を一括で印刷します。

１ 2[ ファイル ] をクリックし、[ 一括印刷 ] を
選択します。

印刷するファイルにチェックを付け、[ 印
刷 ] をクリックします。

02 プリンターを選択し、印刷します。

チェック
を付ける
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1

17 施工計画書作成支援システムを終了します。

施工計画書作成支援システムを終了する

01 施工計画書作成支援システム－目次画面にて終了します。

Lesson
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Lesson

1

1

4

2

3

18 テンプレートを参照して工事帳票を作成します。

※工事帳票とは、施工計画書作成支援システムの無償オプションソフトです。

工事帳票を作成する

01 工事帳票作成を起動します。

テンプレートマスターを参照し、工事帳票を新規作成します。

1 2工事情報入力画面が表示されます。 新規フォルダーを作成します。

02

フォルダー
名を入力
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97

10

11

8
6

3 4 テンプレートを選択します。

5 選択したテンプレートが追加されます。

様式を
選択

提出先
を選択

様式の
種類を選択

テンプレートを選択します。［ファイル追加］
→［テンプレート］をクリックします。

登録済みの
工事情報が反映
されています。
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